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Section１ 弊⾏の脱炭素支援業務
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弊⾏の脱炭素化支援業務
STEP１

STEP２

STEP３
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脱炭素経営取組みへの気付き
顧客要求

排出量算定依頼

リーダーシップ

ＳＤＧｓ

• 取引先より、年率３％の削減要請が
提示された。

• ＣＤＰサプライチェーンプログラム
を活用した環境経営に関する膨大な
質問書が送付されてきた。

• サプライチェーン全体でのカーボン
ニュートラル達成に向けた勉強会や
委員会が⽴ち上がった。

• 取引先より〇⽉に開催される〇〇部
会にてＣＯ２排出量を報告するよう
指示があった。

• 取引先の「ＳＢＴ」の説明を受ける
と同時に脱炭素経営の取組開始をす
るよう指示があった。

• 従来は使用電⼒量の調査程度であっ
たが、排出量の報告に変わった。

• いずれ対応しないといけないのであ
れば、サプライチェーン内の他社よ
りも先⾏して取組みたい。

• ＳＢＴを取得し、先進的な脱炭素経
営企業として、取引先やステークホ
ルダーにＰＲしていきたい。

• 温暖化が進めば⾃社の商売が成り⽴
たなくなる。僅かでもいいのでカー
ボンニュートラルに貢献したい。

• ＳＤＧｓ宣⾔までは⾏ったが、具体
的な取組みができておらず悩んでい
た。気候変動対策を「柱」に、ＳＤ
Ｇｓの取組みを加速化させたい。
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契約先から⾒える傾向

製造業

64%卸

9%

小売

1%

サービス

4%

物流

7%

建設・土木

11%

その他

4%

契約先業種

⾃動⾞関連

46%

非⾃動⾞関連

54%

製造業のうち⾃動⾞関連割合
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Section２ 排出量算定・目標設定後の支援
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SBT認定支援

①対顧客メリット

②対サプライヤーメリット

③対社内・従業員メリット

基本ルール
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削減支援例
POINT１︓排出量算定

• ⾒える化

POINT２︓削減目標設定

• 課題共有

POINT３︓JR貨物ﾀｰﾐﾅﾙ⾒学会

• 気付き

POINT４︓削減

• モーダルシフト(▲６８５kg-CO2)
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Section３ 今後の方向性と対応課題



10

今後求められる削減フェーズ

出所：環境省「脱炭素ハンドブック」より当方で作成

・削減目標と実績の進捗確認と⾒える化

・顧客との対話と⾦融支援

・省エネルギーセンター等連携

・ＰＰＡモデル

一気通貫での脱炭素支援実装
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ご清聴ありがとうございました。


